
16. FSC

　FSC(飛行援助センター)は、情報提供業務の中核機関で、全国8ヶ所の基幹空港（新千歳、那覇、鹿児島、福岡、大
阪、仙台、中部、東京）に整備される。地上通信施設、対空通信施設を一元的、効率的に運用し、航空機の運航に必要
な情報を適宜・適切に提供する。

対空援助業務

運航援助情報業務

FSC

飛行場情報業務

航空機運航情報
ダイバート情報
リターン情報
スポット情報
緊急ＮＯＴＡＭ

２種・３種空港
迅速な情報交換
線による運航監視

ダイバート情報
リターン情報 ＰＩＲＥＰ

目的地の最新
気象・航空情報

経路上の最新
気象・航空情報

ＡＴＩＳ情報

ＡＴＩＳＲＡＧ

空港情報

（ＶＨＦデータ通信）
最新気象・航空情報

（衛星通信）
情報提供
ＰＩＲＥＰ

基幹空港

全国の8ヶ所整備

対空サイト 放送サイト 対空サイト

ＲＡＧ空港

管制・
レディオ空港

他ＦＳＣ

ATFM
運航者



17. FDP

　FDP (Flight Plan Data Processing system：飛行計画情報処理システム)は、東京管制部に設置された大型電子計
算機によって 飛行計画報、出発報等、航空機の運航に関する情報を自動的に受信し集中的に処理を行い、運航票等管
制に必要な資料をプリンター及び表示装置によって管制官に提供するとともに、他の管制情報処理システムに対して必
要な飛行計画の情報を送信するシステムである。

東京航空交通管制部

ＦＤＰ

ＯＤＰ

ＲＤＰ

他管制情報処理システム

運航票

ＦＤＰプリンター

CAB001
0532 RNP
B747/H
3605 C 485/M087

0800 RJAA

0707-0610

RJAA 310 <          >
CVC OTR11 KAGIS
A590 PASRO   KSFO

便名
管理番号
航空機型式

個別レーダー符号

速度情報

出発時刻

出発空港

飛行経路

飛行計画
運航
票出
力

変更
情報

飛行計画情報変更情報

空港事務所等空港事務所等



18. RDP

　RDP (Radar Data Processing system：航空路レーダー情報処理システム)は、全国20ヶ所の航空路監視レーダー
の情報とＦＤＰからの飛行計画情報を照合し、各管制部の各管制卓に設置された表示装置（レーダー・スコープ）上に
航空機の位置を示すシンボルに加えて英数字により便名等の情報を表示するシステムである。

画面表示例

航空路管制卓

航空交通管制部
（札幌・東京・福岡・那覇）

ＲＤＰ

ＦＤＰ

航
空
機
位
置
情
報

個
別
レーダー符

号

飛行
計画
情報

表示データ

CAB001
280↑265
B74G480

CAB015
280Ａ
A34RJTT

CAB015
280Ａ
A34RJTT

便名

高度情報

航空機型式/目的空港

航空機位置

予測進行方向

航空路監視レーダー
（ＡＲＳＲ/ＯＲＳＲ）



19-1. 対空通信施設

　対空通信施設は航空機パイロットと管制官が直接通信を行うための対空通信施設であり、空港用（TOWER）と航空
路用（RCAG：Remote Center Air-Ground communication）がある。

音声通信

RCAG 航空交通管制部管制室

設置箇所数

（米軍及び防衛庁設置は含まない）

４１サイトＲＣＡＧ

２４空港ＴＯＷＥＲ



19-2. 管制部セクター図

福岡管制部

F01 中国北

F02 中国南

F03 北九州

F05 西九州

F06 南九州西

F07 南九州高高度

F08 南九州東

F11 中国高高度

札幌管制部

S01 三沢西

S02 三沢東

S03 北海道南

S04 北海道東

那覇管制部

N01 沖之北

N02 沖之南

N05 宮古東

N06 宮古西

N07 沖之西

管制部セクター境界
北陸

近畿西

中国高高度

中国高高度
中国北

播磨

山陽
山陽 中部

近畿東

近畿
西

平田 美保

大阪

三国山

平田 美保

大阪

三国山

串本

秋田

奥尻

八丈

T10

東京管制部

T01 上越

T02 東北

T03 関東北

T04 関東東

T09 関東南A

T10 関東南B

T11 関東南C

T12 関東西

T16 四国南

T17 紀伊

T18 四国北

T21 近畿西

T22 山陽

T23 播磨

T24 近畿東

T26 中部

T27 北陸

RCAGについては、平成9年度のシベリアルー
トの複線化及び山陽セクター分割、平成10年
度の中国北セクター分割、平成13年度の関東
南セクター再編等の整備により、所要のサイ
トに対空無線通信装置の増設を行っている。
・シベリアルート　秋田、奥尻
・山陽セクター　　大阪、三国山、美保
・中国北セクター　平田
・関東南セクター　八丈、串本



20. 広域レーダー進入管制

Ａ空港 Ａ空港

現行

空中待機

Ｂ空港

広域レーダー進入管制導入後

C空港

：航空路管制業務提供空域

Ｃ空港Ｂ空港

：航空路管制業務提供空域

：広域レーダー進入管制を導入する空域

：進入経路の保護空域 ：進入経路の保護空域

進入管制業務にレーダー管制間隔を適用
していないため、保護空域の重なるＢ空
港・Ｃ空港への到着機は上空待機。

進入管制業務にレーダー管制間隔を
適用するため、Ａ／Ｂ／Ｃそれぞれ
の空港へ進入可能。



21. VOR/DME/TACAN

　方位及び距離の情報を同時に提供するため、もっぱら民間航空機が使用する航空路等には、ICAO標準のVOR(VHF 
Omnidirectional Radio Range：超短波全方向式無線標識施設)／DME(Distance Measuring Equipment：距離測
定装置)を整備し、民間機及び軍用機の双方が使用する航空路等には、双方が共用できるようにVORTAC(VORと
TACAN (Tactical Air Navigation System：極超短波全方向方位距離測定装置))を整備している。TACANは、軍用
を目的として開発、極長短波を使用し方位及び距離情報を同時に提供する施設である。

ＶＯＲ／ＤＭＥアンテナ

ＴＡＣＡＮアンテナ
利用形態設置箇所数

　　　　（新東京国際空港公団設置分を含む）

５７３２ＶＯＲ／ＤＭＥ

３２０ＶＯＲＴＡＣ

１０ＶＯＲ

空港用航空路用

軍用機専用ＴＡＣＡＮ

民間機及び軍用機
の共用

ＶＯＲＴＡＣ

民間機専用VOR/DME

利用形態方位情報距離情報方位情報施設名

ＶＯＲ ＤＭＥ

ＶＯＲ Ｔ Ａ Ｃ Ａ Ｎ

Ｔ Ａ Ｃ Ａ Ｎ



22. CADIN

　CADIN(Common Aeronautical Data Interchange Network：航空交通情報システム)は、日本全国の空港等に
設置されたデータ端末等、それらを網羅する情報通信ネットワーク及び当該ネットワークの主要通信センターである情
報処理中継システム（AFTAX、DTAX、IDP）の総称であり、AFTN、管制情報処理システム、気象庁、防衛庁及び
航空会社等のシステムとも連接し、航空機の運航に必要な飛行計画、ノータム、気象情報、捜索救難に必要な情報をは
じめとする多種多量な情報の伝送、交換、通信処理、情報処理を行う情報通信システムである。

新東京国際空港公団
関西国際空港株式会社

各空港CADIN端末
スポット管理システム
スポット情報表示部

AFTN（国際航空固定通信網）
を介して各国へ

CADIN

DTAX

IDP AFTAX

航空会社

FDPシステム
ATFMシステム



MWARA（15）

AFI（Africa：アフリカ）
CAR（Caribbean：カリブ海）
CEP（Central East Pacific：中東部太平洋）
CWP（Central West Pacific：中西部太平洋）

EA（East Asia：東アジア）

EUR（European：ヨーロッパ）

INO（Indian Ocean：印度洋）

MID（Middle East：中東）

NAT（North Atlantic：北大西洋）

NCA（North Central Asia：北中アジア）

NP（North Pacific：北太平洋）

SAM（South America：南アメリカ）

SAT（South Atlantic：南大西洋）

SEA（South East Asia：東南アジア）

SP（South Pacific：南太平洋）

凡　例

ER-VHF

VHF

NP (HF)

CWP (HF)

KHABAROVSK

BEIJ
ING PYONG YANG

NP

SEOUL TOKYO
SHANGHAI

NAHA
CEP

TAIPEI
HONG KONG

MANILA CWP
SAN FRANCISCO

NAURU
PORT
MORESBY

TARAWA
SP

FUNAFUTI
ALOFI RANGIROA

NANDI
AVARUA
TONGATAPU

SYDNEY
AUCKLAND

45°45'N
140°00'E

45°45'N
142°00'E

44°24'N
145°24'E

43°00'N
146°50'E

40°33'N
136°00'E ER-VHF

(Tropo)

仙台サイト

VHF

東京国際対空通信局

大島サイト

箱根サイト

ER-VHF
(Tropo)

ER-VHF
(Tropo)

38°00'N
133°00'E

37°30'N
133°00'E

34°40'N
129°10'E

TAEGU FIR

32°30'N
126°50'E

32°30'N
127°30'E

30°00'N
131°30'E

30°00'N
125°25'E

ER-VHF
(Tropo)

26°30'N
137°00'E

23°30'N
124°00'E

CWP(HF)

Central West Pacific

那覇国際対空通信局

NAHA FIR

21°00'N
130°00'E

21°00'N
137°00'E

21°00'N
121°30'E

MANILA FIR

21°00'N
155°00'E

27°00'N
155°00'E

OAKLAND FIRTOKYO FIR

27°00'N
165°00'E

OAKLAND FIR

43°00'N
165°00'E

50°05'N
159°00'E

ANCHORAGE FIR

NP(HF)

North Pacific

23. HF・VHFによる国際対空通信

　我が国では現在、東京（成田）及び那覇に国際対空通信局を設置し、HF (短波) 、VHF (超短波)及びER(Extended 
Range)- VHF(遠距離VHF- 指向性アンテナを用い対流圏における散乱伝播を利用)により、主として東京及び那覇FIR
内の洋上を飛行する航空機と、管制通報の伝達、位置通報、飛行の状態等数多く連絡を行い飛行の援助を行っている。



24. FDMS

　FDMS(Flight Data Management System:次期管制情報処理システム)は、FDP、IDP、AFTAXおよびDTAXを更
新時期に合わせて統合し、ATMセンターに整備されるものである。処理能力の向上、整備・ランニングコストの縮減、
運転要員の効率化を実現する。

次期管制情報処理システム

統合化

ATMセンター

●ホストコンピュータを６台から４台に縮減

新東京事務所 東京管制部
5空港事務所

新千歳/東京/関西/福岡/那覇

FDPIDPAFTAX DTAX



25. A-SMGCS

　A-SMGCS（Advanced-Surface Movement Guidance and Control System：先進型地上走行誘導管制システ
ム)は、交通量の著しい空港や低視程状態で運航が行われる空港で、滑走路への誤進入防止などに必要なガイダンスを
提供するシステムである。地上走行の安全性向上及び航空交通の効率化に寄与する。

A-SMGCSイメージ図

Ａ－ＳＭＧＣＳ
ＣＲＴ

センサ

ＧＰＳ衛星

地上局

異常接近予測と警告

コンフリクト予測に対する解決策の提供

駐機スポットへの誘導情報提供

FDP

誘導路中心線灯の区間制御

可変メッセージ型表示板

（行き先、使用滑走路表示)

最適ルートの提供

時々刻々と変化する動態システムへの柔軟な対応

監　視　機　能

誘　導　機　能

管　制　塔

経路設定／計画機能

ASDE情報処理ASDE情報処理

飛行場面の監視

ＡＳＤＥ、ADS-B、D-GPS、地上センサの各

情報統合航空機・車両全てに対する識別とラベ

ル付け

監視装置（モニタ）

案内表示板案内表示板

灯　　　火灯　　　火

非連携センサ情報処
理

非連携センサ情報処
理

地上走行
運用ＤＢ 地図ＤＢ

最適ルートの提供

時々刻々と変化する航空機動向への柔軟な対応

スポット

管理

スポット

管理
灯火監視

制御システム

灯火監視

制御システム FDP

経路設定／計画経路設定／計画 センサー情報統合センサー情報統合

管　制　機　能　管　制　機　能　誘　導　機　能

コントローラ

誘　導　機　能

コントローラ



26. 航空機地上走行用航空灯火システム

　航空機地上走行用航空灯火システムは、滑走路への誤進入防止等航空機の地上走行の安全性向上及び効率的で円滑な
地上走行を支援する灯火システムである。

　　　　停止線灯システム（RVR550ｍ未満：管制化空港） 誘導路中心線灯（停止線灯連動部）
誘導路中心線灯（停止線灯連動部） 停止線灯（開閉部：開放中）
停止線灯（開閉部：閉鎖中）

航空機検知センサ
滑走路警戒灯（RVR550ｍ未満）

滑走路待機位置表示（命令表示）

中間待機位置灯（必要な場合）

誘導路中心線灯（未設置部新設）
低視程用誘導路中心線灯（RVR350ｍ未満） 情報表示

高速離脱誘導路中心線灯光度アップ
（東京国際空港：滑走路占有時間短縮）

スポット番号表示灯

ASIS

  ANNEX14.  5.4.3.2 情報表示板は、特定の
位置又は経路（方向又は行き先）情報を表
示板によって識別する運航上の必要がある
場合、設置しなければならない。

1
6 3

4

　ANNEX14.  5.4.2.1  命令表示板は、飛行
場管制塔による許可がない限り、走行して
いる航空機又は車両が、そこから先へ進行
してはならない地点を識別するために設置
しなければならない。

16 T116T1 16-34T2 16-34T3 16-34T4 34 T534T5

５
  N 34°47.3′
  E135°26.6′

T
5
→

T
4
→

T
3
→

←
T
2

←
T
1

←
T
3

H
O
L
D

T
2
→

P
←
T
4
P


